
 

 

 

 

 

 

 

本年度の夏休みは、８月 26日（火）までです。昨年度から夏休みが 3日間少なくなりまし

た。子ども達にとっては残念かもしれませんが、よりよい学びのために頑張ってほしいと思い

ます。残暑厳しいですが体調に気を付けて過ごしてほしいです。 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＯ．５ 

令和７年８月 

文責 大星 篤志 

中島 敦夫 

学校教育目標  「夢と志」をもち未来に向かって果敢に挑戦する児童生徒の育成 

 河内小合言葉  ～和気・本気・根気・元気～ 

【校章デザイン】 

河内小学校だより 

『「わたし」も「あなた」も大切に☆こころの授業』  

7月 10日（木）に 5 年生は、命の大切さについての学習を

行いました。この学習は、昨年度から本市の小学 5年児童、中

学 1年生徒を対象に実施されています。いわゆる不安定な思春

期を乗り越えられる土台作りとしてこの学習が開発されまし

た。また、この学習が実施される背景として、コロナ禍の数年

の間に家庭や地域で挨拶やふれあいが減りました。「どうやって

友達になればいいのか分からない」等、自分から相手に声をか

けるのが苦手な子ども達が増えています。 

出会いのきっかけを築き、人間関係づくりに発展させる為に

もあいさつ と「ありがとう」は大切なポイントになっていきま

す。学校教育の中で、全ての子ども達が『人間関係づくり』に

ついて、『自分の感情との向き合い方』を学ぶことは、今後の人

生においても、自分自身の心と身体の健康を守るための重要な

スキルであり、『生きる力』の土台となっていくと考えています。

他者と関わりながら過ごすことのすばらしさを感じてほしいと

思います。 

異学年集団活動 ～自己有用感の向上を目指して～

は何だろう？ ～被爆 80年を迎えて～ 
今年は被爆 80 年の節目です。本校でも、平和について考える学習を行っています。その学習

の一環として、7月 10日（木）と 14日（月）に中学 3年生が小学生児童に折り鶴の折り方を

教える活動を行いました。その活動のねらいの一つに、「自己有用感」の獲得があります。「自己

の存在が周囲から認められている、必要とされていると受け止める感覚」が高まることで、主体

的に生きていく力を身に付けていけるのではないかと考えています。行事ごとに異年齢集団活動

を行うことで、関わった児童生徒相互によい成果があることが明らかになっています。他者との

関わりにおいて、自己が認められる場面を意図的に設ける学習活動を実施していきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 内   容 日 曜 内   容 

8/27 水 前期後半開始※8/27～29 は、給食
あり、4 時間授業、一斉下校 13:20 

9/17 水 3 年生町たんけん（入野小と合同） 

9/4～
9/5 

木 
金 

第 5 学年「山・海・島体験活動」 
（福山少年自然の家） 

9/19 金 みんみんゼミ 

9/8 月 職員研修のため 5 時間授業（下校
14:45） 

9/22 月 参観日、学級懇談会、PTA 企画委員会、
諸費引落 

9/9 火 スクールカウンセラー（9:00～
12:00）、読み語り（1～3 年生） 
プール納め・校内水泳記録会 

9/24 水 キャリア④ 

9/10 水 委員会 
オンライン授業（4 年） 

9/25 木 放課後子ども教室（3 年） 

9/11 木 放課後子ども教室（4～6 年） 9/26 金 ３・４年社会見学（瀬野川公園、食協
等） 

9/12 金 職員研修のため４時間授業（下校
13:20） 

9/29 月 不審者対応避難訓練 

9/16 火 1・2 年社会見学（広島市森林公園） 9/30 火 職員研修のため 5 時間授業（下校
14:45） 

ALT（シン先生※８月より着任されます）9/1、12，19，26 
通級指導教室 8/28，9/4，11，18，25 

リバーサイドフェスティバルへの参加 

 

平和集会 ６年河元春花さんの発表 「平和学習バスに参加して」の主な内容 

 7 月 25 日（金）平和学習バスに本校 6 年の河元さんが参加しました。被爆者の廣中正

樹さんのお話を聞きました。廣中さんは、5歳のとき、原爆の投下で、父親を亡くし、みず

からも爆心地から 3.5 キロ離れたいまの広島市西区で被爆されました。廣中さんは、戦争

をしないこと、核兵器を使わないことや作らせないこと、命を大切にすること、世界の人た

ちと話し合い平和な社会をつくることを話されました。 

その後、記念碑巡りをしました。その中に「原爆の子の像」があります。「原爆の子の像」

にはたくさんの折り鶴が飾られています。河内小学校の児童が折った鶴も捧げました。この

平和学習バスに参加して、広島の原爆についてもう一度考え、次の世代に原爆を伝えていく

ことが大切だと考えました。 

河内町を代表する夏の恒例行事「河内町リバーサイドフェステ

ィバル」が 7月 27日（日）に開催されました。開会式では、本

校児童を代表して、６年 仲尾悠さんが開会宣言をしました。また、

４年生がアユについて沼田川漁協や市役所の方から川の水質調査

の様子や結果についてお聞きした内容をまとめたパネルを掲示さ

せていただきました。地域や高校生、そして多くの河内中学校の

生徒がボランティアとして猛暑の中、みんなが楽しめるよう活動

しました。 
 


